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Abstract
The trend of Population Aging is getting more and more obvious in the 21st century,
which is a problem faced by all the countries around the world. In order to solve this prob‑
lem, and improve the QOL (quality of life) of the elderly people, corresponding policies need
to be raised.
【Objective】To collect and arrange related documents, with an aim to make a research
on the relationship between QOL and leisure activity of elderly people in related city.  And
furthermore, complete the data of the eﬀect of leisure activity and QOL of elderly persons.
【Method】By collecting and researching on previous documents, this thesis is mainly a
collection of theses on leisure activities and QOL of elderly people in China, Japan, Europe
and the US. The thesis is a quantitative study based on questionary survey.
【Results and Conclusion】The QOL of Chinese elderly people correlates signiﬁcantly with
their sports, hobbies, and creative works. 
Health status correlates with satisfaction of economic living condition, leisure activities,
hobbies, creative works, sight‑seeing and travelings. 
Leisure activities correlates with satisfaction of living conditions and hobbies and creative
works.
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Ⅰ．諸言
21世紀に入り、世界の高齢化の傾向は更
に進み、国を問わず社会的に大きな問題や
課題が存在しているのが現状であろう。そ
れらの解決に向けて、高齢者の QOL（生活
の質）を高め、それによって健康の保持増進
を測り、心身ともに元気な高齢者であり続
けるための政策が様々な形で取り組まれて
いる。
中国は 2000年に高齢社会に入った。2000
年末 60歳以上の人口は 12985万人、およそ
全国の総人口の 10.5%を占め、65歳以上の
人口は 8810万人、全国の総人口の 7.1%を
占めるに至った。ここ数年来高齢化の過程
は加速し、2008年末は 60歳および以上の
人口が 15989万人、およそ全国の総人口の
12%を占め、2000年に比べ、1.5%上昇し、全
国の 65歳以上の人口は 10956万人、全国の
総人口の 8.3%を占め、2000年に比べて 1.2%
上昇した。2009年末、長春市の 60歳および
以上の高齢者の人口数は 102.67万であり、
総人口の数量の 13.6%を占めている。
60歳以後、一般的に加齢に伴い身体機能
の退化が早まり、高齢者の健康状況は低下
していき、抵抗力が減少し病気になる確率
が増大し、医療費は増えていく。更に高齢者
は社会と家庭の中、立場の変化により孤独
な心理、無用な心理などの心の問題をも引
き起こす。したがって、健康状態が悪化し、
自分で処理する能力が弱まるという悪循環
を招いていることが予測される。心理の変
化の大きい高齢者程、経済と生活の上での
世話と精神上の慰謝が必要となる。社会に
おいて、高齢者人口が増えることに伴い、養
老サービスの需要が、大幅に増加した。しか
し、中国における現在の養老サービス業は、
低いレベルといえる。元来、伝統的に高齢者
の生活の世話を引き受けるのは家庭であ
る。仕事が多忙であり、社会は競争が激化
し、高齢者への物質面と精神面に対し、有効
な助けを提供することができなく、家庭は
高齢者に対する看護が次第に減少し、高齢
者の QOLは低下し、中国全体の社会的な問
題となっている。
高齢者人口は中国の人口の重要な構成部
分であり、中国は全面的に小康社会（小康と
は、中国が経済発展の段階の一つとして目
指している、「十分に裕福とは言えないが、
庶民の暮らしが安定し、ある程度ゆとりの
ある」状態のこと）を建設し、経済の持続可
能な発展を目標としており、必ず高齢者の
問題を解決しなければならない。一方、高齢
者の QOLの問題は、高齢者の核心問題であ
る。高齢者の QOLは、中国の社会主義市場
経済成長が持続し社会主義和諧社会の基礎
を建設する上で、適切に改善されなければ
ならない。現状から見れば、高齢者は中国社
会の弱者層である。社会は高齢者の QOLへ
の関心が足りない高齢者の QOLの理論的
指導も極めて不足している。そのため、中国
における高齢者の QOLの研究は急務の課
題であり、高齢者の QOLを高めるために価
値のある対策と提案を提供することが求め
られているといえる。
Ⅱ．目的
これまでの余暇活動と QOLに関する研
究では、余暇活動は QOLの向上に関連があ
り、ライフスタイルに余暇活動を取り入れ
ることで QOLの向上が期待できると考え
られている。一方、現在の中国では余暇活動
がどのように QOLを改善し、どのような関
連があるのかという、系統的な研究が不足
している。そこで、本研究では、都市の高齢
者の余暇活動と主観的な QOLに対する影
響を分析し、余暇活動と QOLの関連を検証
し、先行研究で得られている成果と比較す
る。
社会主義和諧社会を作り上げる背景の下
で、中国という“人間本位”の原則は明らか
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に示されている。高齢者は、社会と各級政府
の重点的な支援の対象とされている。都市
の高齢者の余暇活動と QOLの影響を研究
し、現在の高齢者余暇生活の中で存在する
問題と苦境を発見し、余暇活動が高齢者の
QOLに与える影響を明確にすることを目
的とする。
Ⅲ．方法
本研究は量的研究なので、質問紙による
アンケート調査を実施しデータを収集する
ことにした。
研究対象は、中国長春市の公園と広場、老
人大学、養老院において余暇活動を実施す
る高齢者各 200名である。中国では一般的
に 60歳以上が高齢者と捉えられているの
で、本研究では 60歳以上を高齢者として定
義した。
長春市では 2003年に高齢社会に入って、
今すでに老齢化の急速的に発展する段階に
入った。長春市は中国の北方に位置し、経済
発展は中国の南方と比べたら、立ち遅れて
いる。そのため長春市の若者の多くは南方
で働き生活するため、高齢化率が上ってい
るのが現状である。
調査時期は 2015年 8月 3日から 9月 13
日で、3ヵ所で調査を実施した。
公園と広場に関しては、留め置き法によ
る質問紙調査を実施した。200部を配布し
た。190部を回収した。有効回収数は 181部
であった。老人大学に関しては、大学の責任
者は被験者を集合させてもらい、簡単的な
説明をした後、質問紙に答えていただいた。
200部を配布し、181部を回収した。有効回
収数は 177部であった。養老院に関しては、
養老院の責任者に来意を告げ、養老院の看
護師に同行していただき、被験者の部屋に
行き、質問紙の答え方を説明した。その後、
被験者に質問紙に答えていただいた。200
部を配布し、178部を回収した。有効回収数
は 167部であった。
本研究の調査内容は、表 1に示す通りで
ある。調査項目は、個人的属性 6項目、余暇
活動の実施頻度 26項目、QOL6項目であ
る。
表1．調査内容
本研究では SPSS、EXCELなどを用いデ
ータ分析した。余暇活動と QOLの単純集計
を男女別に行い、性差を把握する。また、余
暇開発センターの《レジャー白書》の分類を
参考に、各余暇活動を①スポーツ活動、②趣
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要因群 項目
個人の属性
1)性別　2)年齢　3)学歴
4)婚姻
2)5)世代 6)通院
余暇活動の
実施頻度
1)散歩　2)体操　3)ハイ
キング 4)太極拳　5)太極
拳以外のスポーツ　6)体
育籤　7)飲酒　8)映画・
芝居　9)民謡  10)外食
11)買い物　12)社交ダン
ス・踊り　13)広場ダン
ス　14)宗教活動　15)
絵・写真・書道　16)園
芸　17)編物・裁縫　18)
麻雀・トランプ　19)中
国将棋・囲碁　20)イン
ターネット　21)音楽
会・コンサート　22)美
術館・博物館　23)日帰
り旅行　24)泊りがけの
国内旅行　25)海外旅行
26)社会奉仕・ボランテ
ィア活動
QOL評価と
満足度
1)人間関係(親族)　2)人
間関係(仲間集団)　3)余
暇活動　4)生活環境　5)
経済生活　6)健康状態
味・創作活動、③娯楽活動、④観光・旅行活
動に分類し、各余暇活動及び四つの活動と
QOLと関連を検証する。QOLの測定指標
は、カナダ全国フィットネス調査を参考に、
①人間関係（親族）、②人間関係（仲間集団）、
③余暇行動、④生活環境、⑤経済生活、⑥健
康状態の６項目の満足度で構成した。
Ⅳ．結果
1．サンプルの特性
回答者の性別、年齢構成は、男性が 91名、
女性が 90名で男女比率はほぼ同じである。
回答者の年齢層は、65～69歳が最も多く、
男性で 40.7％、女性でも 42.2％を占めた。次
に 60～64歳と続く。
老人大学の結果は、男性が 98名、女性が
79名である。回答者の年齢層は、男性が 60
～64歳最も多く、女性は 60～64歳と 65～
69 歳がほぼ同じである。60 代の女性は
70％を占めた。
養老院の結果は、男性が 66名、女性が
101名である。回答者の年齢層は、男性が 70
～74歳最も多く、60.6％を占め、女性でも
60％以上を占めた。
世帯構成は、養老院の高齢者は全て養老
院に住み、他は夫婦二人が暮らしでいる場
合が最も多く、次に子どもやその家族との
同居であった。しかしながら、老人大学の一
人暮らし、子どもと一緒に同居する高齢者
は、公園と広場の高齢者よりも高い値を示
した。
通院については、26.5％が定期的に病院
通いしており、通院してない人は 28％であ
った。非定期的に通院している者は、男性で
50.6％、女性で 44.1％であった。
2．性別からみた余暇活動の参加頻度
余暇活動の参加頻度は、表 2に示した。「散
歩」は、参加頻度が非常に高く、高齢者に対
して、最もよく行う活動である。同じスポー
ツ活動として、「太極拳」については男性の
過半数が実施している。高齢者には、散歩や
太極拳など、適切な運動量、身近に行えるス
ポーツ活動の実施頻度が高い傾向を示し
た。
趣味・創作活動について、「広場ダンス」、
「買い物」、「麻雀・トランプ」などはよくさ
れている活動である。顕著な性差が見られ
た項目は「広場ダンス」であり、参加者はほ
とんどが女性であった。一方、「麻雀・トラ
ンプ」、「中国将棋・囲碁」を実施している者
のほとんどが男性であった。その他、「音楽
会・コンサート」、「美術館・博物館」は、毎
年何回が実施されているが、入場券は必要
である。中国の高齢者の意識は、お金はかけ
ない処を好む傾向が強い。「趣味・創作活
動」に関して、高齢者たちは、日常的に身近
に行える活動に比重が置かわれていた。
観光・旅行活動については、中国の高齢
者は大部分が孫を配慮し、且つ、お金が掛か
らない活動に参加するため、旅行活動はほ
とんど実施しないようである。
表2．性別からみた余暇活動の実施頻度（％）
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3．性別と QOL
QOLは人間関係（親族）、人間関係（仲間
集団）、余暇活動、生活環境、経済生活、健
康状態の 6つの満足度で構成され、それぞ
れの満足度と性別との関係は、表 3に示す
とおりである。
この 6つの満足度については、それぞれ
高い満足度を示した。また、親族の人間関係
については、男女とも満足の傾向を示した。
最も満足度の高かった項目は、健康状態で
あり、逆に比較的満足度の低かった項目は、
経済生活であった。中国における一人当た
り実質所得未だに低く、高齢者ではさらに
低い。それに対して、中国の医療費は高く、
高齢者が病気になると経済的に大変な状況
となる。
また、生活環境の満足度では、やや不満足
と満足はほぼ同じである。その原因は、いま
中国の空気の質は非常に低く、PM2.5の値
は更に高く、室外の余暇活動はほとんど実
施することができない地域が多く存在して
いるからと考えることができる。
表3．QOLを構成する指標の満足度（％）
4．余暇活動とQOLの関連
各余暇活動と QOLとの関連は、表 4に示
してある。1％水準で相関関係の認められた
項目は、「ハイキング」、「太極拳」、「園芸」、
「編物・裁縫」であり、5％水準で認められた
項目は、「散歩」、「太極拳以外のスポーツ」、
「宗教活動」、「インターネット」、「泊りがけ
の国内旅行」であった。
表4．余暇活動とQOLの相関
表 5には、四つに分類分類された余暇活
動と QOLを構成する 6項目の満足度との
関連が示されている。余暇活動の満足度と
各余暇活動の実施頻度について、全部の要
因で相関関係が認められた。余暇活動の実
施に伴い、余暇活動に満足していることが
示された。また、健康状態の満足度と各余暇
活動実施頻度との間も、全ての要因で相関
関係が認められた。余暇活動を活発に行っ
ている程、経済生活にも満足している。結
局、余暇に自分の健康状況に適した活動を
実施することは、余暇活動に対する満足感
を得ることができ、また経済状況において
も満足を高めるものと考えられる。他にも、
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関連が認めされた要因は、親族の人間関係
の満足度とスポーツ活動、余暇活動の満足
度と趣味・創作活動、生活環境の満足度と
趣味・創作活動であった。やはり、スポーツ
や趣味・創作に自分の体と脳を鍛えるため
には、自分の状態も良く、親族との関係も良
いであることが必要であると推察される。
表5．QOLにおける指標の満足度と余暇活動との相関
個々の項目についてｔ検定を実施した。
その結果は表 6に示す通りである。「不定規
実施群」と「定規的実施群」を設定している。
この表を見つけ、「不定規実施群」の高齢者
は余暇活動と QOLの関連性がある。つま
り、余暇活動を参加することと QOLの関係
が認められない。
表6．各項目のｔ検定結果
QOLと余暇活動の 4要因との関連は、表
7に示されている。ここではスポーツ活動
と趣味・創作活動において、1％水準で有意
な相関関係が認められた。趣味・創作活動
において、5％水準で有意な相関関係が認め
られた。娯楽活動、観光・旅行活動では、高
齢者に対して、客観要因は多いので、あまり
参加しない。しかし、他の 2つ余暇活動の参
加頻度と QOL との間に関連性があること
が示唆された。つまり、中国の高齢者の
QOLには、スポーツ活動、趣味・創作活動
といった余暇活動が影響を及ぼしており、
高齢者が自分に適した余暇活動を実施する
ことにより、QOLの向上が期待できると推
察される。
表7．QOLと余暇活動との相関関係
Ⅴ．考察
現在の中国の高齢者の総人口に占める比
率と、二十年前の日本の高齢者の総人口に
占める比率は概ね同じである。現在、中国の
65 歳及び以上の高齢者人口は総人口の
10.1％を占め、二十年前（1990年）の日本の
65 歳及び以上の高齢者人口は総人口の
12.1％に近い。同じ情況は互いに比べる意
義がある。しかし、両国の国民の意識と両国
の伝統の違いので、且つ、この二十何年間の
科学技術の絶え間なく進歩により、余暇活
動の項目及び QOLも違うことが明らかと
なった。
現在、中国高齢者の余暇活動を参加する
項目と以前の日本高齢者の余暇活動を参加
する項目の違うところがある。岳藤ら、≪高
齢者の余暇活動とクオリティ・オブ・ライ
フに関する研究≫によると、当時の日本高
齢者は、「体操」、「園芸」、「旅行」を参加す
る人が多い。一方、中国の高齢者では、「太
極拳」、「広場ダンス」を参加する人が多い。
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「麻雀・トランプ」、「中国将棋・囲碁」、「イ
ンターネット」をする人は少数ではない。
この原因は、日本人は小さい頃からずっ
とラジオ体操を行う。中国の太極拳は昔か
らずっと高齢者達が行う。そして、広場ダン
スは新興項目で、大人気中の種目である。麻
雀・トランプ、中国将棋・囲碁も高齢者の
中で好まれる種目で、高齢者達はこれらの
種目を行うときに、人間関係を作る。中国の
高齢者の伝統意識の中で、お金がからない
活動を行い、それは一番良い活動であり、ゆ
えに旅行に参加する人は少ないようであ
る。
二十年前の日本は、先進国であった。急速
に経済が発展し、一人当たり実質所得も高
かった。QOLを構成する指標の満足度も高
かった。
一方、中国の地方は今発展途上であり、一
人当たり実質所得が低い、高齢者ではさら
に低い。
また、生活環境の満足度では、不満足を日
本と比べた場合、より高い。その原因は、い
ま中国の空気の質は非常に低く、PM2.5の
値は更に高く、大部分の余暇活動はほとん
ど実施することができない。
QOLと余暇活動の 4要因との関連は、岳
藤ら、≪高齢者の余暇活動とクオリティ・
オブ・ライフに関する研究≫によると、日
本ではすべての要因において、1％水準で有
意な相関関係が認められた。各余暇活動の
参加頻度と QOLの間に強い関連性がある
（表 8）。
表8．日本高齢者のQOLと余暇活動との相関関係
（出展：岳藤ら1992）
Ⅵ．まとめ
本研究の目的は、中国の高齢者の余暇活
動を「スポーツ活動」、「娯楽活動」、「趣味・
創作活動」、「観光・旅行活動」の 4種類に分
類し、それぞれの活動と QOLとの関連を明
らかにすることであった。その結果、次下の
ことが明らかとなった。
1．中国の高齢者の QOLとスポーツ活動、
趣味・創作活動は、それぞれ有意な関連
が認められる。
2．健康状態及び経済生活の満足度とスポ
ーツ活動、娯楽活動、趣味・創作活動、観
光・旅行活動との間には、関連性があ
る。
3．余暇活動及び生活環境の満足度と趣
味・創作活動は、それぞれ関連性が認め
られる。
以上、QOL には、スポーツ活動、娯楽活
動、趣味・創作活動、観光・旅行活動の余暇
活動の実施が影響を及ぼしていることが明
らかとなった。
本研究では、高齢者の余暇活動が QOLに
少なからず影響を及ぼしていることが示さ
れた。中国に対する提言として、まず環境を
整備することを強化し、高齢者の屋外で余
暇活動に参加する機会を増やす。高齢者に
対するサービス政策を増やし、旅行と消費
性の余暇活動場所の料金を減少させ、余暇
活動に参加する機会を提供する。高齢者の
生きがいの創造や生活の質を高めることに
社会全体がより積極的になることを求めた
い。
最後に今後の課題は、まず余暇活動と
QOLの関連性はさらに探求されるべきで
ある。政府は環境を整備することを強化し、
霧霾天気を減らし、高齢者の屋外で余暇活
動に参加する機会を増やす必要がある。
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